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令和元年6月 19日 定時総会 (文化会館 あさひのホール)
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[2]令和元年フ月26日 シルノヾ―だより おわりあさひ

6月 19日 (水 )、 リニューアルオープンした文化会館あさひ

のホールにおいて令和元年度定時総会が開催され、報告

事項に続いて二つの議案が提出され承認されました。

報告事項1 平成30年度収支補正予算について

報告事項2 平成31年度事業計画及び収支予算について

第1号議案 平成30年度事業報告及び決算について

第2号議案 役員の選任について

第46号
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重 丸 美 利 さん

【理 事】
(健康福祉部長)

たけうちもとやす

竹 内 元 康 さん

事
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、

総会後の理事会で、会長、副会長及び常務理事が選定されましたcまた、各地域班を担当する理事と二つの

委員会の担当理事が決まりました。(折り込みの資料をご覧ください)

昨年は11月 28日 (水)に、京都。亀岡に65人の会員で日帰リバス旅行を楽しみました。

今年も晩秋頃に旅行を計画していますので、多数のご参加をお待ちしております。
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総会で下記の三人の方が新しい理事に選任されました。

【理 事】

まきながはつみ

牧 永 初 美 さん
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第46号 シルバーだより おわりあさひ 令和元年7月 26日  [3]

令和元年度の総会から|

表彰の種類と受賞された会員のお名前(敬称略)及び 表彰風景

85歳以上で、直近5年間毎年就業実績のある方。ただし、30周年記念式典での受賞者を除く。

小野 久徳、伊藤 昇、和田 健告、甲原 恒行

会員として10年以上登録し、直近5年間毎年就業し就業実績が上位10人の方。ただし、30周年

記念式典での受賞者を除く。

大西よし子、澤井 文子、山田 裕子、後藤 陽子、山口 健―

石川 君子、林  潔、重丸 美利、町田 昇、浅見 鈴夫

地域班の班長として7年以上就任した方。

塚木 昭朗、難波 清武、鵜飼 竹春、松村 登 、大嶽 昌美

理事として10年以上在職し、令和元年度総会で退任した方。

加志 悦子、井村 弘



業現場訪

[4]令和元年7月 26日 シルバーだより おわりあさひ 第46号

今回は市立図書館を訪問しました。業務内容は図書館に返

却された本を元の本棚に戻すことが主な業務になります。

仕事のシフトは2名 で、1週間を隔日3日の2時間 (午後5時 15

分から7時15分)勤務になります。

6月 29日 (土 )に取材に訪れたときは、ちょうど加藤勇さんの

勤務日でお話を聞くことができました。感想は仕事内容がご自身

のリズムに合っていて9年間勤務されているとのことでした。

〔玉置〕
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1月 31日 (木 )、 多世代交流館で『体験型交通安全

教室』が開催されました。参加者は26名 で、警察官6名の

ご指導によりVR(バーチャルリアリティ)映像を使った交通

事故体験のほか、運転者だけでなく自転車に乗る人や

歩行者も知っておくべき交通法規の学習など、高齢者が

交通事故にあわないための勉強をしました。  〔工藤〕
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私たちの班は稲葉地区の会員で構成されており、

毎年3月 頃に「中央通老人いこいの家」周辺のごみ

収集・清掃活動を行っています。

3月 16日 (土 )の懇親会では、加志理事からセンター

の事業状況について、特に事故防止や新会員募集な

どの説明がありました。その後、会員相互の活動状況

や意見交換で親睦を図り、また、「稲葉みのる会」の

協力でカラオケを交えて楽しいひと時を過ごしました。

〔岩崎〕

迎えした植樹祭フィーバーの余韻も落ち

昨年の西日本豪雨の爪痕が残る地域を

呼びかけをせざるを得なくなった。意識の

切り替えである。梅雨があければ今度は熱中症、猛暑との日々 が続くだろう。高齢者に我慢は禁物だ。高齢者の

運転事故も大きな社会問題。報道でも「高齢者が事故」と大きく取り上げられる。身体的な衰え、判断能力の低下

など自身が思っている以上に運転技術は低下していそうだ。周囲でも運転免許の返納を耳にするようになった。

重大事故にならないうちに考えてみたいものだ。 〔神原〕

公益社団法人

Eメール Owari…sic@SiC.ne.ip

尾張旭市シルバー人材センター

ホームベーン http://www.sic.ne.ip/OWari… sjc/


